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下刈の省略・省力化

下刈作業について

下刈の作業方法として

◊全刈(区域すべて刈払う)

◊筋刈(等高線又は縦列に刈払う)

◊坪刈(造林木の周りのみ刈払う) 

の3つに分けられる

樹高1mまでは全刈を主体とし、樹高lm以上は筋刈、坪刈をしてもよい 
という考え方であった
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昨今の気温上昇による「熱中症」リスクの上昇、下刈作業箇所の増加、 

担い手不足等により下刈作業の軽労化が課題

太陽光の受光量と造林木の成育には、相対照度7 〇程度で最も上長成 

長が良いという結果がでている

下刈の作業方法は、筋刈が適しているのでは...?

筋刈の方法には

♦一方刈

•交互刈

•両面刈

•一方刈(改良型)

の4種類がある
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一方刈



熊本署交互刈
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筋刈(両面刈) R5.7.20 撮影
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R5.9.12 撮影

筋刈(両面刈)

一方刈り(改良型)
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造林事業請負下刈作業功程n!査野帳

九州局では、筋刈の功程調査を各署に依頼

どの筋刈方法が軽労化に適しているのか検討中
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筋刈を行うにあたって

今までの植栽方法としては、正方形に苗木を植えていた

筋刈を実施しやすくする、将来的な多目的造林機械の導入

長方形植えを導入
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！ 〇 x ! 〇 m =1 OOm に1.6m と

3.1m間隔の長方形で植えると
2 〇本の苗木が必要となります。

計算上は、1本あたり1.6 m x 3.1m 
= 4.96 rrf必要であることから

1 〇 0 m -r 4.9 6 m =約 2 〇 本

ha換算すると約2,。 〇 〇本植えとなる

h a当植付本数 植付間隔(短辺)植付面積(ha) 1本当植付面積 植付間隔(長辺)

1 0,0 0 0 m ■ 2,。 0 0 本 —— 5 m ■ 1.6m — 3.1m

植付方法(正方形植•長方形植)の違いによる動線イメージ

植付方法の違いによる、歹川の減少に伴う移動距離の違い
[lha下刈する場合の、2,。 0 0本植栽(植付間隔1.6mx3.lm)箇所を想定】

〇 Om当たり

4 5列

列の数 1 〇 0m+2.2m = 4 5列

横移動距離 1 0 0 m x 4 5 列= 4,5 〇 〇 m

縦移動距離 2.5 m x 4 5 列= 10 0m

移動距離計 4,500m+100m = 4,6 〇 〇 m

【長方形植】
列の数 1 〇 0 m 3.1 m = 3 2列

横移動距離 1 0 0 m x 3 2 列= 3,2 0 0 m

縦移動距離 3.1 m x 3 2 列= 10 0m

移動距離計 3,200m+100m =3,3 0 0 m
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移動距離の違い 

移動距離の割合

4,6 〇 〇 m
3,3 0 0 m 

このことから、

—3,3 〇 0 m =1,300m
4- 4,6 0 0m = 72%
歩行距離が約3_0_%ー短縮される



熊本南部署においての植付間隔

10xl0m=100mに2.0 mと2.5 m間隔の長方形で 

植えると2 〇本の苗木が必要

計算上は、1本あたり2.0 m x 2.5 m = 5.0 m
必要であることから

1 0 0 m- 5.0 m= 2 〇 本

ha換算すると2,。 0 〇本植え

移動距離の割合

列の数 1 〇 0 m 2.5 m = 4 〇列

横移動距離 1 0 0 m x 4 0 列= 4,0 0 0 m

縦移動距離 2.5 m x 4 0 列= 10 0m

移動距離計 4,000m+100m =4,1 0 0 m

4,100m-? 4,600m= 8 9 %

下刈作業の機械化
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現段階では筋刈の功程調査、植栽方法を長方形に.している状況

将来的には下刈作業機を用いて、筋刈を実施

下刈作業の軽労化により、下刈代を削減できる!

現地検討会候補地(大畑国有林59林班)
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